
蒲
生
氏
郷
は
、
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
「
天
正
十

八
年
蒲
生
氏
郷
封
ニ
就
テ
再
ヒ
改
築
ノ
コ
ト
ア
リ
、

初
氏
郷
芸
廣
州
島
ノ
城
ヲ
模
シ
築
シ
ト
志
シ
、
見
エ

奉
リ
」
と
あ
り
、
徳
川
家
康
に
城
の
改
築
を
相
談
し

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
徳
川
実
記
』
付
録
六
、

「
落
穂
集
」
に

「
蒲
生
氏
鄕
も
會
津
の
就
封
を
謝
せ
ん
た
め
。
同
じ

く
上
京
し
て
御
參
會
の
折
か
ら
。
會
津
城
經
營
の
樣

を
尋
給
ふ
。
氏
鄕
い
は
く
。
會
津
の
城
は
、
芦
名
家

以
來
芝
土
居
に
て
有
し
を
。
こ
た
び
石
垣
に
築
直
し

ぬ
。
そ
も
そ
も
殿
下
今
不
肖
の
某
を
も
て
、
大
國
の

重
鎭
と
な
し
。
そ
く
ば
く
の
地
下
し
給
ひ
し
上
は
。

せ
め
て
居
城
に
て
も
見
苦
か
ら
ぬ
程
に
な
し
置
ん
と

て
。
國
々
の
城
地
の
さ
ま
を
參
見
せ
し
に
。
毛
利
輝

元
が
安
藝
の
廣
島
の
規
摸
某
が
胸
に
か
な
へ
ば
。
會

津
も
是
に
な
ら
ひ
て
作
出
ん
と
存
ず
る
旨
申
上
し
に
。

す
べ
て
城
の
大
小
と
そ
の
主
の
身
分
の
大
小
に
か
な

ふ
が
よ
し
。
本
丸
は
じ
め
二
三
の
曲
輪
は
塀
櫓
迄
。

心
を
用
ひ
て
作
出
ん
は
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
そ
の
外

の
曲
輪
一
二
の
門
舛
形
も
同
じ
く
心
を
用
ふ
べ
し
。

外
郭
の
塀
な
ど
は
、
時
に
の
ぞ
み
て
も
た
や
す
く
か

く
る
事
な
る
べ
し
。
無
事
の
と
き
は
、
土
居
石
垣
ば

か
り
に
て
置
た
る
が
よ
し
。
廣
島
の
ご
と
く
外
郭
の

塀
ま
で
か
く
る
に
は
及
ぶ
ま
し
。
」

と
あ
り
、
同
様
の
事
柄
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

左
上
に
あ
る
葦
名
・
伊
達
時
代
の
「
黒
川
城
」
と

比
較
す
る
と
、
現
在
あ
る
二
ノ
丸
や
三
の
丸
の
部
分

に
あ
っ
た
曲
輪
の
位
置
や
形
に
大
き
な
変
化
が
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
黒
川
城
の
曲
輪
を
生

か
し
て
大
規
模
に
改
修
し
た
こ
と
か
ら
、
早
く
城
が

完
成
し
た
よ
う
で
す
。
「
若
松
城
図
」
を
見
る
と
天

守
閣
や
門
な
ど
は
石
垣
と
し
て
い
ま
す
が
、
西
出
丸

や
北
出
丸
は
、
土
塁
で
あ
り
、
現
在
よ
り
小
さ
く
、

葦
名
時
代
と
変
わ
ら
な
い
規
模
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
王
手
口
は
、
甲
賀
町
通
り
か
ら
天
守
を
正
面

に
見
て
、
北
出
丸
の
西
側
か
ら
入
っ
た
よ
う
で
す
。

搦
手
は
、
現
在
の
若
松
商
業
高
等
学
校
北
側
の
通
り

で
、
西
か
ら
天
守
を
正
面
に
見
て
西
出
丸
に
入
り
ま

し
た
。

蒲
生
氏
郷
の
大
改
修

葦名時代の「会津小田山城明細図」

城
の
名
称

黒
川
城
、
鶴
ヶ
城
、
若
松
城
、
若
松
城
跡
、

会
津
若
松
城

黒
川
城
は
葦
名
時
代
か
ら
伊
達
政
宗
ま
で

の
名
称
。
鶴
ケ
城
は
通
称
名
。
若
松
城
は
全

国
的
な
名
称
。
若
松
城
跡
は
国
史
跡
の
名
称
。

会
津
若
松
城
と
は
江
戸
時
代
の
名
称
で
す
。

所
在
地

会
津
若
松
市
追
手
町
一
ー
一

会
津
若
松
市
所
有
。

昭
和
九
年
十
二
月
二
十
八
日
国
指
定
史
跡

蒲
生
氏
郷
は
天
正
十
九
年
（
一
五
九
〇
）

八
月
に
会
津
に
入
り
、
文
禄
二
年
（
一
五
九

三
）
総
黒
色
の
七
層
天
守
閣
を
建
て
ま
す
。

軒
先
瓦
に
金
箔
を
貼
り
ま
し
た
。

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
蒲
生
秀
行
の

時
、
慶
長
会
津
大
地
震
で
天
守
閣
が
傾
き
、

元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
ま
で
に
は
、
蒲
生

忠
郷
が
白
色
七
層
に
大
修
理
し
ま
す
。
し
か

し
、
傾
き
は
収
ま
ら
ず
、
寛
永
十
八
年
（
一

六
四
一
）
加
藤
明
成
が
天
守
閣
を
白
色
五
層

に
立
替
し
、
幕
末
の
姿
と
な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
九
月
十
七
日
、
天
守
閣
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
復
元
さ
れ
ま
す
。

左
の
「
若
松
城
図
」
は
、
元
和
六
年
（
一
六
二

〇
）
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
図
に
は
、
石

垣
が
灰
色
、
堀
が
水
、
空
堀
が
赤
、
道
は
朱
色
と

精
巧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
天
守
閣
は
白
色
六
層

(

本
来
は
七
層)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
ノ
丸
が
四

カ
所
あ
り
、
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
取
り
壊

さ
れ
る
稲
荷
曲
輪
が
あ
り
ま
す
。

大手口

大
手
門

牛沼
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